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GeologyofKameida・Mats覗h欲shi
D三strict　in　Mogami　Coameld，

　　Y3magata　Prefecture．

byド

Shigemoto　Tokunaga，Hideyuki　Kawauc毎i

　　　　＆Michiy’a　K6no

　T血e　coaLbea血g　formation　is．exposed
extensiv61y　in　the　Matsupas虹i・K：amei（ia　dis－

trict　of　the　Mogami　coa姐eld．　．The．totar，

thickness　of　the　lower　coa1－bearing　formα一

tionsl　of　the　lan（i　is　about1，000metres．

There　ar6ten　coa1－seams　and　four　of　them

are　being　operated　in　this　distric七　There

are　three　syncrines　and　two　anticlines　in

this　district．The　general　directions　of　the

folding　a琴es　run　from　north　to　south．　丁血e

anticlines　ar6unsymetric，dipPing　Fto　east
gently（100－200）and　to　west　sharply（700－

800）．　The　coal　seams　of　the　Oriwatari　beds

arew・・dy，but㌔h・se・ft五el・we士beds．are

coaly．The、coal　reserves　in　this　district　is

1，385m皿on　metirc　tons　to20q　meters　below

the　water　levell　There　are13coliieries　in

this　districし　The‡otal　pro⑳ctio姦of　coa1σ

from　the　Oura，Nissei　and　Oishida　collieries　．

are　over’10，000tons　per　month．The　only
unexploitated　area・in　this　district　is　in　the

vicinity　of　Matsuhashi　v皿age．The　mor6
detailed　survey　is　ness6sary　for’expioitation

in　future．

ゆ

　　　　　　　　1．緒　言
　　　山形縣最上郡，北村山郡にまたがる最上炭田について

　　は，その爽炭暦の分布及び地質構造を明かにする目的で

　　数次に亘り調査が行われたが，本調査は昭和22，23年に

　　引続き・最王淡由の綜合地質調査の一部として行われ，

叉これと同時に地質調査をもととした淡田全般の開発計

画立案のために，探鉱関係の調査をも併せて行つた。從

来問題となつていた最上郡堀内村松橋附近の炭層につい

ては，特に考慮が梯われた。

　　　　　2．調査班員，期間
a）地質班　徳永重元，河野遽也

　　操鉱班河丙英幸
　　測量班　宮沢芳紀，高田溝石珊和正

　　　　1万分の1地形図作製
b）期間地質班自昭和24年7月’28日至10月

　　　　　　　1日
　　　　操鉱班自昭和24年8月13日至10月

　　　　　　　1日
　　　　測量班　自昭和24年7月1個至9月18

　　　　　　　区
　　　　　3．位置及び交蓮
　（5万分の1地形図月山，尾花沢参照）

調査地区は新庄市の南方15kmにあり，山形縣最上
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第2圖　最上炭田松橋縞井田地晦地質掴
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主どして浮石砂．瞬治．及頁岩より
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は2～δ層ぐあ5．
將に川前方面に畿達首る．
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よqc9卯伽φ妙伽仰Sp、7を産寸
6。川前以南に至ると層厚薄くな
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最上部は．士矧犬細角腺洛ボあり．主

に堪状砂より成る．本層中部には
灘威屠ポ劃イ七屓を含み．
〃1δc・曜Cd矛論周，Oo31η1d3ρ等き
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大浦赤縄炭屠

大浦炭層・
・松橋四尺炭層

主どして灰色乃至灰白色の砂岩
頁湾の互層よリ成リ浮石及び細
腺屠き衣む．炭層は10～ノ4層あ
が内稼行可鮭の炭層は2～3層ぐ
松橋大浦附辻で最t彊達する。
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淡斉邑5少渚．及灰色頁岩の互’層’ぐ
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第的圖　松’橋縞井田地庭地質模式柱1伏圖

蔀堀内村，北村山郡塾井田村，横山村を含む面積約72

km2の地域であるQ

奥羽線は調査地の東縁に近く走り，大石田・芦沢・舟形

3駅ほ最寄駅である。

　　　4．地質概読（第2，3図参照）
最上炭田における爽炭第三紀暦は，本域印ち新庄市の㌔

南約10kmの最上川西域に於て，下部爽炭暦に至る迄

見られ，．叉下部の炭層を稼行している点で本域は最上

淡田の重要な地域といえるo來炭層よりも下位の所謂緑

色凝炎岩・黒色頁岩・友色頁岩・砂質頁岩等は調査地の西

方に当る古口附近から順次東に整合に重つて分布し，爽

炭暦である大林・高倉山・折渡の各暦もそれらの上に整

合的に重つている。調査地中央の高倉山背斜の両翼に
　　　　　専　　　，ソデヤマは，砂岩・頁岩互層から成る外山暦が発蓬しているが，

他の地域ではその存在が明かでない。小ギ暦は青色細粒

　　　　　砂岩，外山暦大林暦等は漁泥岩・浮

　　　　　石砂等の互暦で，大林層中には稼行

　　　　　可能の炭暦を2層含む。

　　　　　藁口暦の上位には，舟形地区と同
　　　　　じく高倉山・折渡両暦が分布してい

　　　　　るQ当地区の主要炭暦は大林・折渡

　　　　　両層中にあるo

　　　　　高倉山背斜軸は舟形方面から連続

　　　　　して南北に走り堀丙村実栗屋から高　・

　　　　　森山を経て小平に至る。この西側に

　　　　　富田向斜軸があつて，舟形村富田か

　　　　　ら南へ走り，堀内から松橋川に沿い

　　　　　西叉に至り，大高根方面に至る。癒

　　　　　井田村地内最上川1に滑つては上部爽、

　　　　　炭居の折渡・高倉山暦が南北に細長

　　　　　く分布しているQ
　　　　　地層の全暦厚はi爽炭暦及びそれ以

　　　　　下の地暦を合せ約1，000mに達す

　　　　　る。過去に当地区は大石田油田とし

　　　　　て，本所飯塚保五郎技師に依り調査

　　　　　されたが，今回の調査により実栗屋

　　　　　沢に沿5断暦はなく，最上川に沿う

　　　　　黒滝断暦は小さなものであることが

　　　　　判つた。
　　　　　炭層は大林層中に10数暦，折渡層

　　　　　中に約8暦あるが稼行されて》・るの

　　　　　は前者中には2層，後者中には2暦

　　　　　である。暦序は下部から以下に示す

　　　　　如くである。

　　　　　　（1）小李暦一…・青色細粒砂岩

　　　　　　　　　　　暦
（2）外山暦・…？・砂岩頁岩互暦

（3）大林暦……砂岩頁岩互暦（下部來淡暦）

（4）藁肩暦一・…粗霧砂岩暦

（5隔餉暦…砂岩端互監上部爽岩暦）
（6）折渡層……砂岩頁岩互暦∫　．

（1）小年麿　本暦の模式地は北村山郡鐘井田村平田坑

附近である6擁状青色砂岩を主とし，高倉山背斜爾頂部

に当る小平附近におけるように，稀に炭暦が挾在ずるこ

ともある力雪，かよ5な炭層は連続性がな1いQ本暦に壱ま糸旺

粒砂岩が多く風化すれば赤褐色を幣びるが，比較的新鮮

な部分はや』青色を呈する。層厚は調査地区内では20α

m以上である。

（2）外山暦　本暦の模式地は題井田村外山から大里林

に至る街道上の大里林東方約1kmの横岩の崖である。

模式地における岩質は凝友質頁岩と塊斌砂岩との互暦
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　　で・その厚さの両者の割合は約1：9程度であるが，上

　　部に至るに從い凝友質頁岩の割合が塘すQ上・下暦とは

　　整合であり，この層は高倉山背斜部に於ては，大林層の
　　　　　　　　　　　　　　　下位にある。富田向斜の西側では本暦は発達せず，この

　　互暦の部分が尖滅している。

　　　この互暦は炭暦を殆んど含まず，外山の南の大里林の

　　沢で，伽6・物αα％88r　O恥MAを産出する。層厚は130m

　　以下である。

　　　（3）大林層　本層の模式地は縮井田村，大林日生表鉱

　　の前の川中にとるQ主に次色乃至白色浮石砂・炭質頁岩・

　　凝友質頁岩・泥岩等の互暦から成る。本厨中には厚さ60

　　cm丙外の2淡暦が存在し，これを大林日生・三和・大横

　　山の諸淡鉱で稼行している。藁口暦どの境から約50～

　　80m稚に直径10’》20“mの浮石塊及び安山岩の細

　　ち粒礫等を含む鍵暦（K6）があり，それから50～20m下

　　位に大浦炭鉱その他の稼行している本暦中の最も厚い淡’

　　層がある。この炭暦は堀内村松橋方面では，部分的に山

　　丈2m内外に膨大し「松橋4尺炭暦」となるが，爽みに

　　より3分されている。大林層は上記の如く本来互層から

　’なり，その中泥岩の量が最も多く，この泥岩は風化し，

　　細かく碑ける性質がある。K6鍵履による炭暦の対比は

　　大浦地区及び松橋地区の近距離内では可能である◎

　　　本暦の分布は最上川西岸一幣に限られ，高倉山背斜の

　　両翼及び堀丙村西部に亘り，本層中の炭暦を稼行レてい

　　るのが特に注目に値する6、　　　　　　　　　　、）

　　　（4）藁口麿　本暦の模式地は，縮井田村藁口橋珊下約

　　100mの崖とする。本暦の最下部にある浮石及び安山岩

、　　細礫交駐の硬い塊駄砂岩及び鍵層K5の他は粗髪な石英

　　砂・凝友質砂岩・炭質砂・塊状粗粒砂岩等から成る。淡層

　　、は本暦の上限と下限近くに各1暦あるが・・厚さは30cm

　　以下で砂質を帯び，殆んど稼行の対象とならない。本暦

　　の中部には組粒石英砂が比較的多く，塊状を呈し，風化

　　面は赤褐色を呈するが，新鮮な面は特有濤淡青色を示す。

　　大浦北方の藁口峠には介化石を多箆する。蜘6倣αspり

　　跡辮．SP，D・s醸αsp．等である。最上部には豆友石と小

　　粒浮石を含む白色塊状砂岩がある。、

　　　木暦は大石田油由図幅に於ける飯塚技師の粗髪砂岩暦

　　に当る。大浦附近に特に広く分布するのは，摺曲構造の

　　爲であつて1厚さが増しているためではない。

　　　（5）高倉山暦　本暦の模式地は，昭和23年に調査し

　　た舟形地区高倉山峠である。本地区にはその連続が高倉

　　山背斜の両翼に分布する。本暦は凝友質頁岩・細粒砂岩・

　　礫岩の互麿から成り，淡暦は舟形地区では7層前後挾有

　　され，特に発達したr木友7尺炭暦』は実栗屋以南に於．

　　ては顯著でなく，未稼行で易る。

　　　調査地の南，塾井田村方面に至ると，暦厚薄く傾斜は

東へ600乃至直立であつて，大浦から黒滝方面に至るに

從い直立から逆韓となり，西傾斜を示すに至る己

　（6）、折渡層　本層の模式地は，舟形村の折渡淡鉱道路

上とする◎本暦は北部舟形地区から連続し，暦厚は耶均

220mである。最下部には浮石入擬友質角礫岩があり，1

’その最も著しい所では厚さ12エnに達する。この角礫岩

は淡褐魚凝友岩中に頁岩・砂岩・淡質頁岩等の大角礫と浮

石が難然と混在しているもので，安山岩の角礫を有し，

或は安山岩質集塊岩を件う事もある。この角礫岩は成因

的には同時礫岩であつて，特異の岩相を呈しているので，’

本調査に於ては，鍵暦（K4）として利用された。K：4鍵

暦は堀丙村、鴇川から最上川岸に澹い調査地内に入り，富

田向斜構造のため再び舟形方面に至り，叉高倉山背斜構

造のため最上川西岸を大石田町方面に走るQ

　折渡暦は主として礫岩及び砂岩の互層から成り，2、枚

の稼行炭暦を挾有する。調査地区内では本暦以上の地暦

は分布』していない。この折渡暦中の稼行炭暦寄ある大沢

淡層の上盤には豊富に植物化石を産し，魚g伽sp・及び

σo窺p伽吻勿～～乞鍛sp．～を産するσ

　　　　　　　5．地質構造
　上部及び下部の爽淡暦ぼ，南北に走る富田向斜・高倉・

山背舞・大浦向斜・大浦背斜・毒沢向科の諸摺曲構造によ

つて繰返して，地表に現われて分布している。調査地区

丙では上述の2背斜，3向斜軸及び小断暦等主な構造線　、

碑略々南北に走るp背斜は総べて西翼急傾斜，東翼緩傾

斜の傾立背斜で，最上炭田の構造上め特徴を本地域に禁

ても観察する事が出来る。

　（1）富田向斜　本調査地区の最も西に位しズ南北に走

り，その西側は10～200の傾斜を示す。松橋川西側の

地区では，・山地の傾斜面と略々同じため地層はしばしば

窓状に下部層が露出することがある5この向斜は最上瑚

以北に於ては小國川の沖積地に没しているが，略々清水

西方を通っている。

　2）高倉山背斜　舟形地区の高倉山中央を通り，最上

川を横切り，’本地区の実栗屋沢東側を南北に走る。最上

炭田の特長である西翼急・東翼緩の構邉を示し，西翼は

60Q《’7g。西傾7東翼は20。戸》30。東へ傾斜する。こ の

背斜の西翼に当る部分は実栗屋川に依り砂の部分が創擬

臼され急崖を形成し，恰も地形上は断暦崖の如く見える。

然しこの背斜の両翼は層の順序等が整然としており・各

・々整合関係を示すので，非対称傾立背斜であつて断暦の

事実も認められなかつた。

　③大浦向斜　鐘井田村大浦西方にほ南北に走る部分

的な向斜軸があり，その両側は10Q内外の浅い向斜であ

　る。その向斜軸の北端は藁口峠に於て漕沸し，又南端は

大浦の南，元山附近で潰滅する，この向斜構造に依り藁口
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暦の砂は広い分布を示し，大浦淡鉱その他で稼行されて

いる。炭層は再び北へ走り，大浦背斜に依り屈曲した露

頭線を示す。

　（4）大浦背斜　大浦向斜の東にこれと略々亭行し，最

上川岸に滑い南北に走る。北端は藁口峠に於て北へ洗

み，南端は外山の西方で南へ洗む。部分的の背斜構造

であり，本地域の例外として東翼600～700の急斜を示

し，西翼は数度の緩斜を示す。

　（5）毒沢向斜　最上川大轡曲部の毒沢附近に南北に走

る部分的な向斜構造である。西側は一2G。～15。，東側は

500《・40◎の傾斜を示すが，南端は大浦方面に至り満滅

する0

　　　6．濃　　層　（第4図，第5図参照）1

職）賦存状況

　本地区の稼行炭暦は折渡・大林両層を含めて20暦前後

存’し，その中稼行され←ζいるものは折渡暦中に3，高倉

山暦中に1，大林暦中に2層があお。折渡暦中の炭暦は

』淡丈30～83ごn1で大林暦中の炭丈は130～140cmであ

つて，何れも凝灰質頁岩・砂岩・礫岩の互暦中に挾在し，

・その膨縮は可成著しいが2、炭暦の対比ほ近踵離で獄容易

である。

　（1）小平炭層　本炭層は炭丈李均50cmで，上下盤

は炭質頁岩叉は砂岩で，破面は介殻状断口を示し，炭質

亜麦である。分布は小平附近にのみ限られ，連続性はな

いσ

　（2）松橋4尺暦　堀内村松橋の米子沢に亘り露出する

大林層中の炭暦で，西へ20。内外の傾斜を示し，稼行可

能炭厨である◎米子沢に於ては山丈は2。08mである

がヲ．i爽みに依り3暦に別れ・炭季96cmで・上i盤は炭

質頁岩叉は砂岩で，下盤は炭質砂岩である。叉松橋内子

沢では部分的に炭丈1．4mで爽みを含まず，本炭暦は

更に沢丙沢奥まで追跡出来るが，その厚さは干均80cm

で余り変化しない。本淡層の顯著な露頭線は富田向斜軸

の西側に澹い略々南北に走るが，本炭暦に相当する淡暦

の露頭は松橋附近以外でほ貧弱である。

　（2）大浦本暦　本炭層はこれを西部の松橋4尺炭暦に

略々対比する事が出来，：大浦向斜構造の地域では稼行さ

れている。大浦炭鉱坑丙堅入坑道中に於て本炭暦は山丈

』1．．24m，炭丈約1mを示す。

　炭暦の上約30mには暗友色砂岩があり，中に直経3～

5cmの浮石及び安山岩細礫を含み厚さ6mを示す。こ

の浮石質砂岩（K6）と炭暦との関係を注覗すると，この

砂岩は1種硯鍵暦と㌧て取上げる事が出来る。

　石炭は塊状で1破面は介殻状断口を示し，光沢がある。

擬次岩の來みが1暦あるが1炭暦g部分に依りその厚さ

が変化する（与～10cm）。然し大浦炭鉱内では1部炭質頁

岩になつているものもある◎

　季炭暦は大浦向科及び高倉山背斜に依り雰湧方面から

藁r頚｝の西岸を北に走り実栗屋沢附近に達するが，北上

するに從い傾斜度を壇レ，実栗屋沢附近に於ては西へ

70。～800の傾斜を示して、・る・助・しこの急傾斜の部

分は未稼行である。赤縄淡鉱稼行淡暦は本層の延長部で

あるが，炭丈は35・》50cmで大浦炭鉱附近より薄い。

　（4）山下大浦本層　本炭暦は大浦本層の上位約100m

の暦準に位し，山下大浦炭鉱でこれを稼行している。坑

内に於ては炭丈は30cm前後で上盤は肇友質頁岩，下・

盤は炭質頁岩で來みはない。

　．以上3炭暦は何れも大林暦に属し，麦暦の傾斜は北東

へ200阿300で，比較的炭化は進み破面は介殻状断口を

示す。

　（5）竈井炭麿　縮井田村大浦の南約7kmにある塾井

炭鉱では，曾つて上下2暦を採炭したが目下上層のみを

稼行している。本淡暦は折渡暦中に含まれ，炭丈50～

68cmで爽みなく，木質亜炭で炭化度低く略々舟形地区

の「木友4尺炭暦」に相当すると考えられる。塾井孝鉱に

，於ては傾斜は東へ500を示す下層の炭暦は上暦の炭暦の

下位約22mに位し，炭丈約50cm前後で來みはないo
，この炭暦は更に南に延び，川前附近の李野淡鉱・餌倉

炭鉱の炭層に連続する様である。鍋倉炭鉱附近は広範囲

．に亘り，地知りを起しているので，最上川河床に炭暦の

一部が架出している。叉調査地北端に位する村山炭鉱の

稼行暦も縮井稼行層g北方華環部と考えられる。．

　（6）大沢炭属　本炭層は縮井炭鉱の稼行層炭の上約

60mの暦準に位しg淡丈46｛レ60cmで，爽みはない。

折渡暦中の炭暦で木質亜炭である。炭暦の上盤の炭質頁

岩は植物化石を含み魚g％εsp。その他を多議する。

　史7）日東中沢炭層　本炭層は折渡層中の炭暦であつて

調査地区丙の最上位稼行炭暦看もある。堀内村中沢附近

’の富田向斜軸に沿い分布して諮り，日東中沢第で稼行し

1
て いる。山丈90～76cm，炭丈65cmで爽みは1～2で

炭質は非常に本質である。最上川炭鉱において曾つて稼

行された探暦も同一淡暦と考客られる。

　め），提　質　t第1表参照）

　折渡暦に含れる炭暦は舟形地区と同じく木質を幣び，

大林層に含まれるものは，分析の結果発熱量に大差なぐ

4，500～5，100ca1・を示し，硫黄分の特に多い炭では3％

を超えるが，準均0。7％位である。野外における肉限的

観察でも，炭化の差異により木質か炭質かは或程度分け

られる。CEACの炭質分類規準によるとF2帥ち褐炭

（亜炭を含む）に相当する。

　　　　　　7．炭鉱各読
　調査地内には計i3の炭鉱があり，丙11は曜和24年
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第1表山形縣最上郡鐘井田村・舟形村・堀ノ内村亜炭石炭分析（地質調査所化学課分析）（太田篤編）
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第2表　概算炭量表　　（現在稼行中又は稼行可

　　、能炭厨のみ，地並以下200m迄），

地　区　名

…脚）／

縮井田地区（H）

高倉山背斜東翼地区

高倉山背斜西翼地区

松　橋　地　区

合 計

炭　暦　名

鐘井田淡暦
大沢炭暦
大横山～大林炭暦

大浦淡厨

炭量（万t）

36

43

89

9
414

431

362

1，385

8月現在稼行している。

日東最上・題井・大沢・雫野・鍋倉・村山・木友実栗屋の諸

炭鉱は折渡暦中の炭暦を，赤縄・大浦・山下大浦・日生大

石田・三和・大横山の諸炭鉱は大林暦中の炭暦をそれゼれ

稼行している。年産額1万t台の貝生大石田・大浦・日東

最上の諸淡鉱以外は，地上設備も不充分であつて，年

産額3，000t前後である。

鉱区も小さいものが多く，採掘上支障があるQ炭鉱各

々の細目は省略する。炭鉱一覧表は省略する。、

　　　8．炭　量と第2表に掲げ為）

　　　　　　9．結　論
　最上炭田中松橋・轟井田地区は從来地質調査が屡々行

われて来たが，炭暦を対象としたものは今回が始めてで

ある。開発上最も有望な地点は從来堀丙村松橋地区とさ

れていた。調査の結果この地区に淡丈80cm亭均の新

淡暦が確認され，その連続性も著しい事がわかり，炭暦

のみの埋藏量は概算500万t（排水準下300m迄）と推

宗される。但し淡層賦存区域が山闘に位するので，石淡

搬出に難点がある（松橋，舟形駅聞約15k卑）。

・地質構造に関しては從来，その存在を推定されていた

，実栗屋川忙滑い，南北に走る断暦は否定され，最上淡田の

特色である西翼の傾斜70。・》80」東翼の傾斜10。（・20。

の非対称傾立背斜構造の西翼であつた事が判明した。

　炭暦峠大林暦折渡厨中のものが稼行されてあり，擢曲

の小規模のものがあるため，探淡技術上考慮を要する・

炭層は上部來，炭暦と下部爽炭暦に密集することがわ

か餌当地区では折渡層，大杯層中の各3主要炭層が嫁

行されているQ（昭和24年7～10月調査）

⑪
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